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的な副詞観とその由来を概観し、第 2 節では Quirk et al. (1985)と Biber et al. 



































































(1)  a. He did not die happily. 














取り入れている Quirk et al. 1885 (以下、CGEL)と、CGEL に大きな影響を受
けながらもコーパス分析を通じて新しい文法記述を試みている Biber et al. 
1999 (以下、LGSWE)を比較する。 
  
2.1. CGEL における副詞の分類 

















の働きは厳密には modification ではないからである。 
 日本の文法教育では用語に誤解を生じさせるところがある。adverb は noun
や preposition といった品詞-名と並行的な用語で、「語」のラベルとしての名








 CGEL の分類を概略すると表 1 のようになる。CGEL は、伝統文法のように 
語 レ ベ ル で
とらえず、副
詞 類 を 広 く
取り扱って、
統 語 的 な 形
態 に 依 存 し
な い 分 類 を
行っている。
この点で、伝

























































































2.2. 下 接 表 現
の下位分類 












2.2.1. Wide orientation の分類について 
 CGEL では、(2)のような-ly 副詞を view point-下接表現と分類して、if we 
consider what we are saying from an [adjective] point of view とパラフレー
ズできる、という。 
  
(2)  a. Architecturally, it is a magnificent conception. 
 b. Geographically, ethnically and linguistically, these islands  
  are closer to the mainland than to their neighboring islands. 
 
「自分がいま発話していることを、○○の観点から見ると….」というのは、明
らかに節全体をスコープに置いているので wide orientation と名付けるが、分
類上は下接的とする。その理由は、これらが節内の個別的な要素に関係つけら






(3) a. Technically, our task is to recycle the waste products.  






の technically を、will be technically easy と同じ意味でとらえて、easy の判
10 
断に関わっていると解釈すれば、easy に下接的に結びついていると考えられる


















2.2.2. Narrow orientation 
 次に、item-下接表現について。節内での働きを持ちながら同時に動詞句内で
も機能している verb-phrase-下接詞の例として、CGEL は(4)の斜字体の語をあ





(4)  a. Freda is really able to address the meeting. 
     b. I would rather go. 
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 c. I had better see a doctor. 
 d. He made up the rest of the story. 
 
そして、predication-下接表現の time に関する語(yet, already, still, just など)
は、動詞に下接していることに説得力はあるが、意味的な振る舞いには固有な
ものがあり、下接類が消えてしまえば相関語的である。 
 問題は、subject orientation の下接表現類が必要かどうかであろう。CGEL
では、(5)のような例を挙げる。(5a)は manner の読み（「カジュアルなやり方
で...」）であるが、(5b)は Leslie was casual, off-hand, when he greeted the 
stranger の読みで、主語について語る副詞だという。それ故、(5b)の casually
を subject-orientation である、としている。 
 
(5)  a. Leslie greeted the stranger casually. 
 b. Casually Leslie greeted the stranger. 
 
また、(6a)は manner の読み（「苦々しい口調で」）の読みであり、(6b)は動詞
の程度を強める intensifier booster の読み(「苦々しい程に後悔して…」)の読
みであるが、(6c)は、He was bitter when he buried his children の読みである、
という。 
 
(6) a. He spoke bitterly about the treatment he received. 
 b. He bitterly regretted their departure. 
 c. Bitterly he buried his children. 
 
「主語について語る」副詞というのは魅力的な類ではあるが、manner の一種
であると思われる。動作をするときの様子に casual な雰囲気、あるいは bitter
な雰囲気が漂っていたことであって、主語について casual である、bitter であ
る、と判断されるように思うのは、casual や bitter が動作の様態と人の性格・
気持ちと分けがたい意味を持っているからである。 
12 
 subject orientation の下接表現は manner と亜種的であるが、一方で、文頭
に立つときに多いことから、命題内容についての話し手の価値判断を表す離接
表現との類似性も指摘できる。例えば、CGEL は次の副詞を content 離接表現
に分類する。 
 
(7)  a. Rightly, Mrs Jensen consulted her lawyer. 
 b. Foolishly, John returned the money 
 
ジャンセン夫人やジョンがとった行動が right であるとか foolish であるとか話
し手が判断している文であるから、命題内容についての話し手の価値判断を表
すので、上位的に付加されているとされる。しかし、一方で、Mrs Jensen was 
right とか、John was foolish と主語についても判断している、とも言えるので、
その方向から考えれば明らかに subject orientation の下接表現となる。 
 subject orientation の 下 接 表 現 の も う 一 つ の 類 で あ る accidentally, 
purposedly 等は manner の中に入れるか、あるいは付接表現の一種である。な
ぜなら、これらは CGEL 自身の adjunct の定義をパスするからである。 
  以上で、wide orientation–下接表現及び narrow orientation-下接表現のう
ちの item-下接表現の問題点をあげた。他に下接表現として分類されているの






2.2.3.  emphasizer について 







の読みを持つ傾向にあるのは自然である。例えば、 (8a)は it is really possible 
that he has….の読みで、may を強めている。 一方、(8b)は it is possible that 






(8)  a. He really may have injured innocent people. 
 b. He may really have injured innocent people. 








CGEL では、(9)-(10)の(a)は強調詞で、(b)は content- 離接表現としている。 
 
(9) a. He will certainly win the race. 
 b. Certainly, he will win the race. 
(10) a. I really like him. 
 b. Really, the public does not have much choice in the matter. 
 
(a)では、副詞は命題内容についての真理値の度合いを強めている。(9a)は it is 
certain that he will win the race とほぼパラフレーズされ、(10a)は、it is really 
14 






















2.3. CGEL での副詞の位置の議論 




















ない completely で比較しよう。 
 
(11) a. He completely delighted the audience. 
  b. He really delighted the audience. 
 
16 
(11a)の completely は delighted の程度を強めているが、(11b)は多義的で、
delighted の程度を強める強意詞の読み（例えば、「実にすごく...」といった語





(12)  a. *He completely had delighted the audience. 









(13) a. He didn’t completely delight the audience. 
 b. He didn’t really delight the audience. 
(14) a. *He completely didn’t delight the audience. 




















(15) a. He denied it completely. 
 b. He completely denied it. 
(16) a. They attacked him violently. 




じるという。同様に考えれば、例えば、injure him slightly であれば、様態的








(17) a. ? They detested him violently. 
 b.  They violently detested him. 
(18) a.  He dissected the animal completely. 
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(19) a. He chopped the parsley with a knife. 









の欠陥を消している LGSWE の分類を見てみる。 
 
2.4. LGSWE における副詞の分類 
 本節では、CGEL と対比的に、コーパスの分析による文法記述を行っている






















の副詞分類は表 3 の通りである。まず、circumstantial adverbials（周辺副詞
類）は、節で記述される動きや状態について付け加わるあらゆる要素を含んで
おり、もっとも多岐にわたる。LGSWE では、how, how much, to what extent, 
why, when, where などの疑問に答える要素、とされている。しかし、CGEL
に見られる操作的な定義をとらない。例えば、also などは疑問文で聞けるよう
な意味ではない。それ故に、CGEL では付接表現ではなく下接表現に分類した




おそらく、LGSWE の著者達が副詞分類をするとき、stance adverbials (ス
タンス副詞類)に分類される副詞類を最初の基準にしたのであろうと思う。スタ

















2.5. CGEL と LGSWE の対応 
 CGEL と LGSWE の対応関係を概略すると表 4 のようになる。 
CGEL の
等 接 表 現 は
内 部 の 分 類
数 に 若 干 の
ず れ は あ る
が、LGSWE
の 結 合 副 詞
類 に そ の ま
ま対応する。
また、付接表
現 の す べ て











類(fortunately, to my surprise など)は、attitude を表す類に分類されている。
これも包摂される。ところが、content-離接表現のうち命題に真理値に関わる
類（definitely, obviously, allegedly など）は、下接表現の強意詞と一緒に、ス
タンス副詞類の epistemic の類に入れてある。これは、2.2.3 で述べた曖昧性を
消してしまうので分かりやすい。また、2.2.1 で述べたように、content-離接表
22 
現と類似する view-point 下接表現は、スタンス副詞類の epistemic の類に入る。 
 興味深いのは、CGEL で compromiser に分類されている下接表現(kind of, 
sort of など)が、LGSWE では epistemic の imprecision にほぼ対応することで































 CGEL は、2.3 で見たように、副詞の出現位置を細かく分類している。一方、
LGSWE ではわずか三つ(initial, medial, final)を区別し、結合副詞類は initial







3.  LGSWE の三分類と副詞の位置づけについて 
 冒頭で、5 文型論で文法教育を始めると副詞の軽視につながる、と書いた。
その点をすこし敷衍したい。I bought a book という文は 5 文型論では SVO で
ある。She bought a grammar book last night とあれば、時間表現 last night
を削除することで、これが SVO であると教える、ということになる。SV や


















が店員に対して、I’ll take it といえば、「その値段なら…」といった条件が隠れ
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『文（上）』の VI の副詞節、第 21 巻『文（下）』の V で、文修飾の副詞、第 22 巻『句




4「修飾」を modification とすれば、少なくとも該当の副詞は文を modify してはいない。
八木(1959)には、文修飾副詞の特徴として、文修飾副詞は付加的なもので強い強勢がな
い、というが、これは一般的な事実ではない。また、文修飾副詞の意味の多くは節を以
て書きかえることができる、として、Luckily no one was hurt=It was a lucky 
circumstance that no one was hurt のような例を挙げている。 この関係は修飾とはいえ
ない。 
5この区別により、形容詞を修飾する副詞は adverbials ではなく、modifiers になる。例
29 
                                                                                                                            
えば、(a)と(b)に同じ語の really が現れているが、その働きは、(a)では modifier であり、
(b)では adverbial である、ということになる。 
(i)  a. She is a really beautiful woman. 
 b. She is really a beautiful woman.  
really は、尺度をもっている言語単位に結びついて、その尺度で高いところにあること
を意味する。(a)では、形容詞 beautiful が尺度を持っているし、(b)では話し手の she is a 
beautiful woman という命題への確信の度合いに尺度がある。 
6CGEL が Subject(S)、Verb(V)、Object(O)、Complement(C)などの略号と平行して、節
内で副詞的な働きをしている表現をまとめて A と読んでいるのは、そのためである。  
7この操作的区分法にも問題がないわけではない。CGEL では次の要件をあげている。 
(i)分裂文の焦点の位置に現れる。 
(ii)選択疑問文あるいは not…but で対比される。 
(iii)focusing subjunct で焦点を受ける。 
(iv)述語省略や pro-form のスコープにはいる。 
(v)疑問詞で抽出できる。    (CGEL, p.504) 
(iv)の要件は、subjunct と区別する要件を subjunt に依存して決めていることになり問
題があるだろう。また、(v)の要件も what, who, where, why, how などはいいが、疑問詞
で抽出できることを文字通りでとれば、how much や to what extent も許されるはずで
ある。すると、degree になり、CGEL の定義では disjunct に入る。CGEL でも触れら
れているように、adjunct と subjunct との間の neat division は希で、段階的な違いがあ
るに過ぎない。(CGEL,  p.505 の note 参照) 
8CGEL での用語は過去の言語学からの流用で、着想を知る上で興味深い。
adjunct/subjunct は Jespersen の三階説(three rank theory)の用語である。彼の理論で
は、語の結合には、a beautiful flower のような junction と The boy runs のような nexus
の二つがある。名詞を一次語として、それを限定する語を adjunct、二次語である adjunct
をさらに限定する語を subjunct と呼んだ。なお、disjunct の語は CGEL で初めて副詞
分類に使われたが、従来 or のような接続詞を disjunctive と呼ぶことはあった。 
9伝統文法の品詞論では語というすべての部品のカテゴリー分けが必要なので、yes/no な
ども分類すると文副詞とされた。CGEL ではこのような語彙を副詞分類とはせずに、質
問への response word としてのみ記述する。構造性がないからである。この区別があっ
た方が、副詞分類への混乱が少ないであろう。 
10CGEL には、”…subjuncts…which have a reinforcing effect on the truth value of the 
clause or part of the clause to which they apply.”とある。(CGEL, p. 583)  
truth value を文字通りの意味で解釈すれば、the clause or part of the clause と選択
等位ではない。なぜなら節の「一部」に真理値は存在しないからである。すると、節の
一部に働く reinforcing effect が具体的に何を意味するのかはっきりしない。 
11 CGEL は、personally の用法をあげて、三区分に対応させている。（CGEL, p. 618） 
(i)  a. He signed the document personally. 
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 b.  I personally have never been to New York.  




















15もう一つ大きな点は、コーパスの分析から spoken language と written language との








interpersonal な機能、そして、テクスト全体の cohesion に関する textual な機能の三つ
をあげている。これはそれぞれ LGSWE の三分類に対応している。  
18つまり、文法の授業が消えたのは高校教育の大衆化も大きな原因である。抽象的な思考
に耐えない生徒に対して、文脈から切り離された思考を求める文法を学ばせることはで
きない、といった点にある。 
